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心
筒
法
櫨
瓢
“
省
趨
｝
既
鎧
隅
値
㎜
顧
の
鰯
隅
に
』
就
て

幽
六
二

商
法
．
第
二
百
條
就
債
総
額
の
制
限
に
就
て

栗
　
栖

越
　
夫

　
會
融
を
し
宅
無
制
限
に
鮭
債
の
募
集
を
詐
す
ε
き
は
會
肚
の
負
櫓
を
露
疹
ら
し
西
、
融
債
櫃
者
並
に
其
の
地
砂
債

権
者
の
瘡
裸
を
薄
弱
に
．
七
且
つ
株
主
の
利
盆
を
害
す
る
を
以
て
之
に
付
商
法
第
二
百
條
は
次
の
如
き
制
限
を
設
け
た

も
一
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
ヤ

御
、
，
敷
債
羅
額
鋒
霧
込
金
墾
超
ゆ
う
を
を
曹
ず
（
鱗
、
一
噸
）
．
耀
蓼
総
響
叢
纏
窺
在
、
概

ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
う
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

債
セ
し
て
負
塘
す
る
債
務
の
総
額
を
稔
す
。
故
に
普
通
の
揚
合
未
窯
償
還
を
了
へ
ぎ
5
融
債
を
有
せ
ぎ
る
會
融
は
、

興
の
梯
込
金
額
蜜
同
類
窺
鮭
債
を
寡
集
す
る
ご
ε
を
得
べ
く
、
．
宋
だ
償
還
を
了
へ
ざ
る
肚
債
を
有
す
る
會
魁
は
、
其

の
彿
込
株
金
“
額
せ
斯
く
未
だ
償
還
を
了
へ
ざ
る
肚
債
の
総
額
ε
の
差
額
を
限
♪
、
新
規
に
灘
債
を
募
集
す
る
乙
定
を

得
べ
し
P
．
操
込
株
金
纐
ε
未
だ
償
還
を
了
へ
ざ
る
肚
債
の
穂
額
ε
が
同
額
な
る
ε
き
は
、
、
更
に
融
債
を
償
還
す
る
か

書
く
は
株
金
の
彿
込
を
爲
さ
し
め
ざ
る
限
，
、
，
新
規
拠
肚
債
を
募
集
す
る
こ
ε
を
得
ず
。
普
遙
梯
込
金
額
ε
未
だ
償



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ち
　
ヤ

選
を
了
へ
ざ
る
肚
債
の
線
額
ピ
の
差
額
を
杜
債
の
募
集
鹸
力
ε
欝
す
。
、

二
、
、
斯
く
の
如
く
商
法
第
二
百
條
第
一
項
が
會
肚
の
負
櫓
す
る
肚
債
の
総
額
を
梯
込
株
金
額
遽
ε
爲
し
だ
る
は
、
會

鮭
が
少
く
ピ
も
共
の
彿
込
金
額
に
相
當
す
る
財
産
を
有
す
る
こ
ε
を
原
則
の
航
態
ε
見
彪
お
に
ょ
る
べ
し
。
然
番
に

會
肚
臓
経
螢
の
失
當
、
其
の
他
の
爲
に
損
失
を
蒙
9
、
現
存
す
る
財
産
が
彿
込
金
額
を
下
る
揚
合
な
き
に
あ
ら
ず
。

艶
の
揚
合
に
於
て
は
商
法
第
二
百
條
の
趣
旨
よ
ゐ
見
て
會
肚
の
綿
込
金
額
を
以
て
會
肚
の
継
額
の
限
度
ε
爲
す
≧
ε

能
は
ざ
る
が
故
に
、
同
條
第
二
項
は
若
も
最
絡
の
貸
借
封
照
表
に
依
う
會
枇
に
現
存
す
る
財
産
が
彿
込
株
金
額
に
満

泥
ぎ
る
ε
き
は
｝
肚
債
の
総
額
は
其
の
財
産
額
を
超
ゆ
る
ζ
ε
能
は
ざ
る
旨
を
定
め
た
う
。
會
鮭
に
現
存
す
る
財
産

額
は
本
來
激
債
募
集
の
際
計
上
す
る
を
理
論
上
正
論
上
正
當
ε
爲
す
べ
し
ε
難
も
、
會
肚
が
泌
債
募
集
の
度
毎
に
其

の
評
算
を
閉
鎖
し
て
財
産
目
録
及
貸
借
封
照
表
を
作
成
す
る
は
實
行
困
難
な
る
の
み
な
ら
ず
、
夷
れ
程
巌
密
に
す
る
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ヤ

實
盆
も
多
か
ら
ざ
る
が
故
に
同
條
第
二
項
は
便
法
ε
し
て
艦
債
募
集
の
際
に
於
け
る
現
存
財
産
額
ε
大
差
な
蓉
最
維

ヤ
　
　
ち
　
ヤ
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ヤ
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ち
　
ち
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ

の
貸
借
封
照
表
に
依
る
現
存
の
財
産
額
を
標
準
ε
爲
さ
し
む
る
こ
ビ
、
爲
し
た
う
。
最
絡
の
貸
借
封
照
表
冠
は
戯
債

ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
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ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
　
　
　
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ

募
集
の
直
近
讐
業
期
末
の
も
の
に
し
て
株
叢
総
會
に
於
て
承
認
を
経
た
る
も
の
な
る
こ
ε
を
要
す
。
侮
會
融
に
麗
存

、
　
、
、
　
、
、
　
、
　
、
　
　
、
　
、
、
　
、
、
　
、
　
、
　
、
、
　
、
、
、
、
　
、
、
　
、
、
　
、
、
、
、
　
、
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
、
　
、
、
．
、
、
　
、
、
　
、
　
、

す
る
財
産
額
ε
は
、
総
財
産
額
を
謂
ふ
も
の
な
う
ε
詮
く
者
な
き
に
あ
ら
ず
ピ
難
も
、
同
條
の
趣
鷺
よ
う
見
て
縫
財

蕊
駅
嘉
裟
憲
（
備
麟
、
あ
）
葱
蓼
幕
饗
伽
慧
鑑
徐
赫
蜘
歎
欝
い
象
憲
嬰

　
　
　
　
織
法
繁
二
百
傑
鮭
償
織
概
の
鰯
隅
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
三



　
　
　
　
　
商
法
第
嵩
冨
傑
鮭
縦
惣
額
の
髄
阪
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
四

曲
蜘
ゆ
跡
瀞
獅
馳
獅
争
か
か
む
静
い
か
拠
鈴
齢
か
飾
噂
い
（
嶺
鮮
聾
鍋
誰
積
以
）
静
い
瀞
蜘
籔
か
勢
か
蜘
齢
蜘
簿

ヤ
　
、
　
、
　
、
　
、
　
｝
　
》
　
　
、
　
、
　
、
　
、
、
　
、
、
　
、
V
　
V
　
、
　
ヤ
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

す
る
『
現
存
財
産
」
ε
は
意
義
を
異
に
す
ε
謂
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

　
後
龍
撹
確
ガ
如
く
會
融
の
費
本
金
及
擁
払
糠
金
額
、
最
絡
の
貸
借
封
照
表
k
依
蚤
現
春
財
産
及
未
だ
償
還
を
了
へ

誉
鞍
の
毅
猛
藩
嚢
爲
董
綻
蕩
蓉
麦
壕
集
惹
垂
の
舞
（
覆
誰
磨
馨
）

中
k
、
之
を
記
載
す
る
之
ε
を
要
す
（
繭
惜
聯
蝦
密
驚
謙
欄
係
鮒
胤
顛
鋸
輔
鰍
鍋
）
。
憂
れ
祉
債
の
慮
募
者
叉
は
議
受
人
に
趾
債

の
一
般
傭
保
彪
る
ぺ
②
會
肚
の
疋
昧
財
産
額
を
知
ら
し
む
る
爲
に
外
な
ら
ざ
る
な
釦
。

　
　
　
上
湛
の
如
《
商
法
飾
昌
百
燦
の
規
定
に
依
る
電
き
は
曾
融
に
現
存
す
る
正
味
財
壷
が
擁
込
株
金
線
顎
に
超
ゆ
る
揚
合
電
騰
も
其
の
擁
込
繰
金
摂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
ち
　
じ
　
ヨ

　
　
以
上
に
融
櫨
【
を
一
負
“
耀
ナ
る
こ
蜜
鶴
は
ず
。
穰
“
脅
の
轡
ハ
例
に
徴
す
る
に
艶
の
鮎
少
く
建
も
親
兜
融
敗
鑑
し
て
翻
隠
”
を
画
級
翻
す
る
か
可
電
す
べ
し
。
又
蕊

　
　
存
財
崖
φ
算
定
方
法
叉
は
方
針
を
淡
交
輿
の
蝕
に
輿
示
す
る
を
適
當
建
思
ふ
。

筥
、
輔
旦
鮭
債
を
募
集
し
陀
る
後
未
だ
典
の
償
還
を
了
へ
ざ
る
中
に
擁
込
株
金
額
、
又
は
會
灘
に
現
存
す
る
財
産
額

が
滅
少
し
惚
る
ε
壌
は
興
の
減
少
の
限
度
に
於
て
肚
債
の
総
額
を
減
少
せ
し
む
べ
き
必
要
あ
ゆ
や
。
余
は
肚
債
が
一

旦
有
数
に
成
立
し
た
る
以
上
」
假
令
彿
込
金
額
叉
は
會
肚
に
現
存
す
る
財
産
の
金
額
に
麓
動
あ
る
も
鮭
債
の
総
額
を

減
少
す
る
必
要
な
む
オ
解
す
。
殊
拡
費
本
減
少
の
場
合
k
於
て
は
融
債
穣
者
は
之
に
付
異
議
を
麺
べ
凶
定
の
救
濟
を

求
む
る
こ
ε
を
得
べ
し
（
摘
轍
肺
鵬
瀦
灘
僻
礁
悌
鶴
獺
騨
3
。



四
、
右
に
遠
べ
た
る
商
法
第
二
百
條
の
規
定
に
封
，
し
て
は
例
外
あ
9
。
而
し
て
其
の
第
一
に
撃
ぐ
べ
き
も
の
は
特
別

法
に
依
う
設
立
せ
ら
れ
た
乃
飯
行
及
會
肚
に
付
て
ε
す
。

　
現
行
法
上
期
る
張
行
ε
し
て
は
日
本
勘
業
銀
行
、
日
本
興
業
銀
行
、
北
海
道
拓
殖
銀
行
、
農
工
銀
行
及
朝
鮮
殖
産

銀
行
、
叉
愈
灘
ε
し
て
は
東
洋
拓
殖
株
式
倉
肚
及
南
満
洲
餓
道
株
式
會
麿
あ
ウ
。
凡
そ
斯
る
銀
行
及
會
灘
は
特
別
の

使
命
を
有
し
其
の
事
業
資
金
は
多
く
顧
債
に
依
ら
し
む
る
趣
旨
な
る
が
故
に
夫
々
欝
別
法
に
依
う
嚴
重
な
る
盈
督
の

下
に
商
法
第
二
百
僚
の
規
定
に
封
す
る
例
外
を
認
め
た
る
も
の
ピ
す
。
斯
る
銀
行
及
會
鮭
は
彿
込
株
金
額
の
二
倍
乃

至
十
五
倍
を
限
，
肚
債
を
負
櫓
す
る
こ
ε
を
許
し
、
一
定
の
確
實
な
る
資
産
総
額
が
右
限
度
の
金
額
を
下
る
ピ
き
は

之
を
超
邊
す
る
こ
ピ
を
得
ざ
ら
し
め
た
ウ
。

　
　
　
日
本
勤
業
銀
行
O
日
本
勤
業
銭
行
法
第
三
†
四
傑
）
に
於
て
は
其
の
甕
本
金
四
分
の
一
の
擁
込
あ
り
た
る
虐
砦
は
、
齢
込
金
額
の
十
置
倍
を
鼠

　
　
り
勤
桑
儂
雰
を
豪
行
ナ
る
こ
建
を
得
ぺ
し
P
但
し
年
賦
償
還
貸
付
金
髭
蕩
、
定
鋼
償
還
貸
億
金
線
寓
及
興
の
引
受
に
係
る
農
工
債
券
暫
霜
灘
置
鵜

　
　
殖
僕
券
、
産
繋
債
雰
及
劇
蝉
藁
産
銀
行
の
嚢
行
し
た
る
債
錐
現
在
高
を
超
邊
ナ
る
を
得
ず
O

　
　
　
日
本
畏
業
億
行
（
艮
本
興
難
銀
行
法
第
十
二
僚
）
に
於
て
健
梯
込
養
本
金
額
の
十
倍
を
限
り
興
舞
債
舞
盈
嚢
行
す
る
ζ
電
を
得
ぺ
し
。
但
し
興

　
　
の
貸
骨
会
現
裡
禰
、
割
醜
手
彦
翼
在
寓
及
其
の
所
有
忙
係
碁
國
債
匿
券
驚
地
方
優
瞳
券
、
既
衝
舞
董
糠
勢
－
埴
金
餓
麗
在
高
を
趨
遇
歩
る
を
得
ず
O

　
　
　
牝
海
謹
搬
殖
銀
行
（
牝
潅
道
柘
殖
銀
行
蟄
第
十
二
傑
）
に
於
て
は
擁
込
養
本
金
額
の
十
倍
を
隈
り
拓
殖
競
券
を
襲
行
ナ
る
こ
建
を
得
べ
し
。
箆

　
　
し
其
の
年
賦
償
逡
貸
付
金
纏
畜
及
定
期
債
逡
貸
付
金
線
窟
を
趨
蛸
す
る
こ
ミ
を
得
ず
。

　
　
　
農
工
銀
行
（
箆
工
鍛
行
法
第
二
十
六
傑
）
に
於
て
は
資
本
金
四
分
の
一
以
上
の
擁
込
あ
蓼
箆
る
電
き
は
擁
塾
金
顕
の
十
僚
を
殴
夢
轟
工
競
秦
を

　
　
　
　
　
欝
港
飾
二
鷲
繰
融
僕
鶴
頻
の
調
膜
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
六
置



　
　
　
商
決
第
二
冒
傑
．
鯉
債
織
概
の
擁
険
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
宍

褒
行
す
る
ζ
電
を
得
べ
し
ゅ
但
し
年
賦
償
還
貸
廿
金
纏
額
よ
叫
同
銀
行
法
箭
二
十
四
條
第
殴
職
に
儀
”
質
重
爲
し
た
る
も
の
（
年
賦
償
蓬
貸
借
金

の
債
権
及
其
の
携
保
た
る
抵
鴬
穫
を
蛤
保
宣
し
て
日
本
勤
藁
銀
行
よ
り
年
賊
儂
遼
の
方
法
に
俵
ロ
借
入
れ
索
る
金
額
）
を
控
除
し
お
る
金
額
及
定

期慨
蓮
貸
仔
金
繕
高
を
超
題
ナ
る
ζ
定
を
得
ず
。

　
職
鮮
藏
産
銀
行
へ
勝
鮮
猛
鳶
銀
行
令
錨
鳶
十
傑
）
に
於
て
は
佛
込
養
本
金
額
の
＋
五
倍
を
限
り
朝
騨
殖
塵
債
券
を
議
行
す
る
こ
ざ
を
得
ぺ
し
。
・

但
し
．
年
賦
償
遍
貸
付
金
総
高
、
定
期
償
逡
貸
付
金
線
高
並
に
其
の
慮
募
文
は
駐
受
に
係
る
公
典
團
膿
の
債
鈴
叉
だ
朝
鰭
に
於
て
殖
産
議
業
を
警

か
ヒ
建
を
目
蘭
電
ナ
る
會
軸
の
蔽
債
勢
現
准
高
を
超
逡
す
る
こ
虐
を
得
ず
o

　
東
洋
拓
殖
裸
式
會
融
（
憂
洋
擢
殖
旅
式
禽
敵
法
第
二
牽
三
條
〉
に
於
い
て
は
擁
払
資
本
金
顧
の
申
倍
や
限
り
東
洋
拓
殖
債
券
を
黄
行
．
す
る
ン
』
電

を
得
ぺ
し
。

　
又
南
滞
淵
餓
鐘
株
弐
會
鮭
ム
常
滞
洲
鐡
滋
株
式
會
鮭
昌
關
ス
ル
件
第
†
幽
條
ノ
三
第
昌
項
）
に
於
て
は
描
込
金
額
の
二
倍
を
限
り
融
債
を
嚢
行

ナ
る
ζ
虐
を
得
ぺ
し
o
・
但
し
資
本
穂
顛
を
超
廻
す
る
こ
ミ
を
得
ず
o

　
商
法
第
二
百
條
k
封
す
る
例
外
の
二
ε
し
て
撃
ぐ
べ
も
も
の
は
電
氣
事
業
會
融
に
付
て
な
う
。
即
ち
電
氣
事
業
會

趾
は
－
同
條
の
制
限
を
超
え
て
融
債
の
総
額
が
梯
込
株
金
額
の
倍
塗
達
す
る
迄
肚
債
の
募
集
を
爲
す
こ
ε
を
得
べ
し

規
繍
傭
喋
鰍
噸
騨
。
但
し
共
の
鮭
債
は
左
の
制
限
に
從
ふ
こ
ε
を
要
す
。

　
（
隻
）
電
燈
又
は
電
力
供
給
事
業
畷
鰯
鱒
環
継
第
に
周
す
る
電
氣
工
作
物
の
施
設
の
費
用
に
充
嘗
す
る
こ
ε
親
臨
鱒

華
六
燦
ノ
、
　
電
氣
工
作
物
の
憲
義
に
僧
て
は
電
氣
o

＝
鑛
一
項
　
　
　
導
業
法
第
二
，
條
に
耽
κ
す
る
所
あ
墾

　
（
2
）
最
終
の
貸
借
封
照
表
に
依
ク
會
肚
に
現
存
す
る
財
産
が
其
の
梯
込
金
額
に
満
つ
る
ヒ
ε
蝿
蘇
璋
蝶
鰍
諜
藤



（
皇
婁
鎮
譲
畜
房
妻
篤
す
蒙
の
姦
保
薦
｛
為
饗
躯
）
．

　
電
氣
事
業
會
鮭
が
電
燈
叉
は
綱
力
供
給
事
業
に
掲
す
添
電
氣
工
作
物
の
碗
設
の
費
用
喰
充
當
す
る
爲
泌
既
に
募
集

し
砦
震
を
寝
禽
倉
磨
（
－
）
巷
電
の
ε
解
す
（
鴇
矩
鯨
離
雌
縫
離
儲
篠
醸
響
。

　
商
法
第
二
百
篠
に
封
す
る
例
瀞
の
三
ε
↓
て
畢
ぐ
べ
膣
も
の
は
塊
方
鐵
濫
禽
勉
及
軌
道
會
瀧
に
付
て
な
ウ
。
却
乃

地
濾
餓
遣
麿
肚
及
軌
遣
禽
融
は
典
の
負
携
す
る
融
債
の
総
額
が
鐵
痘
抵
當
法
叉
は
明
治
四
十
二
年
法
隷
踏
二
十
（
號

「

覇
遣
抵
嘗
、
一
關
ス
〃
件
」
に
依
る
債
務
9
額
擢
併
せ
ヱ
穂
株
金
の
佛
込
顧
を
超
過
す
る
ヒ
ε
を
得
ず
。
鐵
営
抵
嘗
怯

艮
は
明
治
四
十
二
年
法
律
第
二
十
八
號
「
軌
這
抵
當
二
關
ス
ル
件
」
に
依
る
債
務
ε
は
、
鐵
遣
財
團
叉
は
軌
道
財
團

を
抵
嘗
ε
す
る
債
務
に
し
て
、
皿
共
の
債
務
は
一
般
債
務
た
る
葱
証
債
詫
る
ε
を
論
ぜ
ざ
る
喰
う
。
教
に
倒
へ
ぱ
滋
歳

佛
込
株
魑
金
額
玉
百
萬
圓
の
地
方
鐵
遭
會
漉
あ
立
。
■
其
吻
現
穿
す
る
蹴
産
が
彿
込
株
金
額
を
下
ら
ず
↓
て
無
澹
操
祉

債
穏
額
壼
百
萬
圓
、
銭
道
財
團
を
抵
當
ε
す
る
鮭
債
総
額
壼
百
五
拾
萬
圓
の
外
に
、
鐵
遣
財
團
を
抵
當
ε
す
る
一
般
債

霧
壷
百
萬
潤
を
有
す
ピ
假
定
す
れ
ば
、
該
會
杜
が
新
熊
冠
債
を
募
集
し
得
る
金
額
は
五
百
萬
圓
ヌ
ゥ
右
無
櫓
保
滋
債

蜜
百
萬
側
漁
銭
道
抵
當
附
融
債
壷
百
五
拾
萬
圓
及
鐵
遣
抵
當
附
一
般
債
務
壷
百
萬
圓
合
謙
滲
百
五
拾
萬
園
を
控
除
し

た
乃
金
額
即
ち
萱
百
孟
蛤
萬
圓
k
北
2
る
繹
な
う
。
但
し
唇
債
務
（
冠
債
及
一
般
債
務
）
償
還
の
爲
に
す
る
場
合
盆

於
て
は
奮
債
務
の
額
拡
之
を
算
入
す
る
ご
ピ
を
要
せ
ざ
る
も
の
ε
す
（
囎
働
繊
催
灘
瀬
靴
謙
螂
灘
）
。

　
　
　
　
需
”
漣
一
億
罵
＝
臼
皿
傑
機
債
纏
”
韻
の
溺
限
に
耽
《
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
七



　
　
　
　
詣
卿
漣
艦
甲
二
一
日
磁
”
露
債
紬
騨
麟
晒
の
観
即
腿
隅
に
蹴
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
山
ハ
八

　
荷
白
本
興
業
銀
行
法
第
†
二
僚
ノ
ニ
に
依
れ
ぱ
、
日
本
興
業
銀
行
は
外
國
k
於
け
る
公
盆
事
業
に
封
し
資
金
の
需

要
あ
る
場
合
に
主
務
大
・
臣
の
認
可
を
受
け
た
る
ε
き
は
、
商
法
第
二
百
條
及
日
本
興
業
銀
行
法
第
十
二
條
第
十
匠
條

の
制
限
に
依
ら
ず
し
て
債
券
を
機
行
す
る
こ
ε
を
得
べ
し
q
明
治
四
十
一
隼
英
佛
に
於
て
募
集
し
た
る
第
十
三
同
興

業
債
券
は
線
額
戴
百
萬
膀
は
韓
國
に
於
け
る
公
盆
事
業
賓
金
に
充
當
の
爲
め
此
の
規
定
に
依
う
験
行
せ
ら
れ
た
る
も

の
に
外
な
ら
ず
。

鋸
許
肚
債
の
期
限
を
實
質
的
に
延
長
す
る
意
味
に
於
て
借
換
を
爲
す
こ
ピ
甚
だ
多
し
。
而
し
て
魁
債
借
換
の
場
合
に

於
て
は
極
め
て
短
期
間
乍
ら
奮
戯
債
と
新
融
債
ε
併
存
す
る
こ
ピ
普
殖
に
し
て
此
の
場
合
、
商
法
第
二
百
條
の
制
限

上
面
倒
な
る
問
題
を
惹
起
す
る
こ
ピ
少
な
か
ら
ず
。

商
法
は
鮭
債
借
換
の
揚
合
に
於
て
は
之
に
依
ウ
償
還
す
べ
き
融
債
の
額
を
算
入
せ
ざ
る
旨
の
便
宜
規
定
を
有
せ
ず
。

從
て
此
の
場
合
矢
張
奮
肚
債
の
額
を
も
算
入
す
ぺ
き
も
の
宣
解
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
故
に
實
際
上
甚
だ
不
便
を
見
る

ζ
ε
稀
な
ら
ざ
る
な
9
。
但
し
立
法
論
ε
し
て
は
轍
定
期
閥
内
に
奮
胱
債
を
償
還
す
ぺ
き
旨
を
命
じ
て
奮
肚
債
の
額

を
算
入
せ
ざ
乃
≧
電
、
爲
す
を
萢
醤
置
す
ぺ
し
。

　
然
し
乍
ら
特
別
法
に
例
外
あ
う
。
即
ち
日
本
勘
業
銀
行
、
日
本
興
業
銀
行
、
北
海
道
拓
殖
銀
行
、
農
工
銀
行
南
朝
●

欝
殖
筐
銀
行
及
東
洋
拓
殖
株
式
會
融
が
疵
債
借
換
の
爲
に
覚
に
低
利
の
債
券
を
畿
行
す
る
ε
き
は
商
法
第
二
百
條
及



各
別
法
の
制
限
に
依
る
こ
ε
を
宴
せ
ず
。
但
し
共
の
場
合
に
於
て
は
、
低
利
の
肚
債
を
登
行
し
た
る
後
一
ヶ
月
乃
至

三
ヶ
月
内
（
日
本
興
業
銀
行
は
三
ヶ
月
共
の
他
は
一
ヶ
月
）
に
相
當
す
る
奮
鮭
債
を
之
に
償
還
す
る
こ
ε
を
要
す
（
脚
躰

鱗
雛
讐
麓
麟
鯛
鍍
灘
捕
鱗
計
叢
梶
灘
魏
難
罐
雛
郭
遷
．

　
地
方
餓
遣
會
祇
及
軌
遣
會
肚
に
於
て
は
既
蓮
の
如
く
借
換
の
揚
合
に
奮
債
務
（
漉
債
及
一
般
債
務
）
を
算
入
せ
ず
。

六
、
會
肚
の
取
締
役
（
漱
燃
職
獄
融
獺
囎
鰍
鄭
）
が
本
條
の
規
定
に
蓮
反
し
て
肚
債
を
募
集
し
た
る
電
き
は
禰
定
の
劔
裁
を

受
け
誉
蓋
鼻
（
譲
鰯
態
而
し
慕
隊
蓼
露
い
か
蓼
い
か
趣
簿
響
舞
藤
い
奮
．

　
　
　
商
法
第
二
百
傑
の
規
定
に
反
し
て
寡
集
し
た
る
紬
債
健
縮
て
無
数
な
る
旨
法
丈
に
明
示
す
る
も
良
か
る
べ
し
O
成
る
可
く
疑
を
挑
む
籐
地
を
残

　
　
さ
ざ
る
が
親
切
な
る
べ
し
o
借
本
稿
に
於
て
『
畿
債
の
寡
集
』
電
謂
ひ
た
る
は
商
法
第
二
百
條
の
語
を
其
の
儘
用
び
海
る
も
の
に
し
て
廣
義
の
謂

　
　
即
ち
商
「
蟄
第
晶
百
三
條
の
二
に
規
定
す
る
「
融
債
の
引
受
』
を
愚
A
蔭
む
o
（
完
）
o

轍
”
法
纂
二
百
傑
紙
捲
一
緯
額
あ
鯛
慢
縄
競
て

一
六
九


